
１．職員の任免及び職員数に関する状況

(1)職員採用の状況（正規職員）

(注）任期付職員含む

(注）千葉県教職員からの転入29人を含まず

(2)退職者の状況（正規職員） (令和5年度）

(注）千葉県教職員への転出26人を含まず

(3)－1　部門別職員数の状況 (各年4月1日現在)

（注） ・

・

・ 令和6年3月31日時点住民基本台帳人口175,027人

(3)－2　第２号会計年度任用職員数の状況　(令和6年4月1日現在)

合計 172

保育 100

技労 13

教育 2

職員数は、教育長を除く一般職に属する職員数、第２号会計年度任用職員は含まない。

【     　】内は、条例定数の合計

事務 30

医療・福祉 27

合　　　計
1,465 1,439 26

<参考> 人口１万人当たり職員数　83.7人　　
【1,927】 【1,837】 【90】

その他 109 109 0

小　　計 169 168 1

人員調整

下水道 30 30 0

小　　計 1,296 1,271 25

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水道 30 29 1

教育部門 357 335 22 公立こども園開設による増

消防部門 220 204 16 欠員補充、救急隊増員による増

土木 116 117 △ 1 県からの派遣終了による減

小　　計 719 732 △ 13

農林水産 5 6 △ 1 区画整理事業の進捗による減

商工 9 9 0

衛生 96 95 1 新清掃工場建設の推進による増

労働 0 0 0

民生 259 276 △ 17 保育所私立化による減

総務企画 168 163 5 基本構想策定、政策法務、業務標準化の推進による増

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 10 10 0

税務 56 56 0

区分 職員数 対前年
主な増減要因

部門 令和6年 令和5年 増減数

合計

7人 0人 9人 0人 18人 0人 34人

60歳
退職

定年
退職

勧奨
退職

死亡
退職

普通
退職

任期
満了

人事行政の運営等の状況を公表します  (令和６年度版）

　習志野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第6条の規定に基づき、
職員の任用、給与状況、勤務条件等、人事行政の運営等の状況について公表します。

令和6年4月1日現在 令和5年度

63人 41人
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(4)一般行政職の級別職員数の状況 (令和6年4月1日現在)

人 人 人
（注） ・

・

　　一般行政職の級別構成比 （各年4月1日現在）

(5)年齢別職員構成の状況　（令和6年4月1日現在）

習志野市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務

15 人

合　　　計 589 100% 579 10

人 △ 16 人

1級 主事補　技師補 39 人 6.6% 24 人

2級 主事　技師 63 人 10.7% 79

人

3級 副主査　主任主事　主任技師 201 人 34.1% 199 人 2 人

10 人

4級 係長　主査 85 人 14.4% 88 人 △ 3

人 4 人

5級 係長　主査 72 人 12.2% 62 人

6級 課長 94 人 16.0% 90

人

7級 次長 24 人 4.1% 24 人 0 人

前年 増減

8級 部長 11 人 1.9% 13 人 △ 2

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級, 6.6% 1級, 4.2% 1級, 6.6%

2級, 10.7% 2級, 13.6%
2級, 16.5%

3級, 34.1% 3級, 34.4%
3級, 33.4%

4級, 14.4% 4級, 15.2% 4級, 10.6%

5級, 12.2% 5級, 10.7% 5級, 12.7%

6級, 16.0% 6級, 15.5% 6級, 13.7%7級, 4.1% 7級, 4.1% 7級, 3.7%

8級, 1.9% 8級, 2.3% 8級, 2.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

令和6年の構成比 1年前の構成比(R5) 5年前の構成比（H31）
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(5)年齢別職員構成の状況　（令和6年4月1日現在）

（注）教育長を除く。

(6)定員管理計画の状況

２．職員の人事評価の状況
(令和5年度)

３．職員の給与の状況

※別途「習志野市の給与・定員管理等について」においても公表します。（3月末公表予定）

①職員給与費の状況（公営企業等会計を含む全会計決算のうち正規職員に係る給与費）

　　　・職員数は、各年度4月1日現在の人数

　　　・「職員手当」とは、扶養手当・通勤手当・住居手当等の各種手当（退職手当及び児童手当を除く）をいう。

②ラスパイレス指数の状況

（注）・ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

・類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

　　 　

（注）・職員数及び給与費は、派遣職員、再任用短時間勤務職員、臨時的任用職員、パートタイム会計年度任用職員を除く。（会計年度任用職員制度は令和2年度より開始）

2,417,704千円 10,013,255千円

6,494千円
フルタイム会計年度任用職員 193人 453,792千円 84,330千円 103,593千円

6,121千円合計

令和４年度

正規職員 1,443人 5,248,581千円 1,808,848千円

5,702,373千円 1,893,178千円1,636人

641,715千円 3,432千円

641,715千円 3,325千円

2,496,208千円 10,227,905千円 6,290千円1,942,572千円

2,314,111千円 9,371,540千円

9,586,190千円 6,662千円
フルタイム会計年度任用職員 187人 453,792千円 84,330千円 103,593千円

給与費(B/A)

令和５年度

正規職員 1,439人 5,335,333千円 1,858,242千円 2,392,615千円

合計 1,626人 5,789,125千円

能力評価、業績評価（会計年度任用職員を除く）

区分 職員数（A）
給与費

期末・勤勉手当 計（B）

1人当たり

給料 職員手当

区分 内容

評定期間 令和5年4月1日～令和6年3月31日

評定対象者 特別職を除く全職員

評定項目

31 1,465

令和５年４月１日
職員数

令和６年４月１日
職員数

1,439人 1,465人

178 166 124 162 158 120職員数 13 80 120 149 164

43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳

～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～ ～

44歳 48歳 52歳 56歳 60歳

計区分

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳

(R3)

101.7

(R3)

100 

(R3)

98.8 

(Ｒ4)

101.2 

(Ｒ4) 

99.9

(Ｒ4)

98.7

(R5) 

100.9

(Ｒ5) 

99.7

(Ｒ5)

98.6

97.0
97.5
98.0
98.5
99.0
99.5

100.0
100.5
101.0
101.5
102.0

習志野市 類似団体平均 全国市平均
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③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

・一般行政職 (令和6年4月1日現在）

(注）・

・

・技能労務職 (令和6年4月1日現在）

・ 民間データは、厚生労働省が公表する賃金構造基本統計調査のデータを使用（令和2年度～令和4年度の3ヵ年平均）

・教育職 (令和6年4月1日現在）

④職員の初任給の状況 (令和6年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (令和6年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

（※）該当する職員が０名又は１名のため表示しておりません。

教育職 大学卒 371,133 －  (※) －  (※)

－  (※) 313,200

技能労務職 －  (※) －  (※) －  (※)

239,650 277,633 310,800

一般行政職
大学卒 275,552 310,795 364,864

高校卒 238,100

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

全職員
大学卒 277,413 310,770 358,392

高校卒

高校教育職 大学卒 223,200 223,200

高校卒 170,900 170,900 166,600

技能労務職 高校卒 168,800 168,800

区分 習志野市 千葉県 国

一般行政職
大学卒 202,400 202,400 196,200

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

習志野市 39歳6か月 320,696円 406,215円 385,762円

うち自動車運転手 乗用自動車運転者（タクシー運転者を除く） 55.3歳 471.8千円 1.03

・ 技能労務職の職種と民間の類似職種の比較では、本市が正規職員のみを対象としているのに対し、民間データは短期雇
用のアルバイトや派遣職員等も含んでおり、経験年数、平均年齢、業務内容、雇用形態等が一致していないため、単純に
比較することはできない。

うち給食調理員 飲食物調理従事者 54.7歳 410.4千円 0.97

うち用務員 他に分類されない運搬・清掃・包装等従事者 57.9歳 378.9千円 0.94

習志野市 － － － －

うち清掃職員 廃棄物処理業従業員 52.0歳 442.9千円 1.02

区　分
民間 参考

対応する民間の類似職種 平均年齢
平均給与月額

Ａ／Ｂ（Ｂ）

国 51.2歳 1941人 286,942円 329,178円 ―

うち自動車運転手 56.6歳 2人 377,500円 483,750円 438,800円

うち用務員 59.4歳 7人 303,986円 354,787円 344,515円

うち給食調理員 56.8歳 10人 342,210円 396,150円 391,020円

うち清掃職員 53.8歳 16人 355,969円 452,775円 414,488円

習志野市 55.8歳 47人 342,821円 415,622円 395,928円

　「平均給料月額」とは、令和6年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均

　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計した
ものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているもの。また、「平均給与月額(国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額
には、時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため、国家公務員と同じベースで再計算したもの

区　分

公務員

平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額（Ａ）
平均給与月額

（国ベース）

習志野市 41歳2か月 323,691円 447,929円 394,159円

国 42歳1か月 323,823円 405,378円 ―

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額

（国ベース）
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⑥職員手当の状況

（１）期末・勤勉手当

【令和６年度支給割合】 【令和６年度支給割合】 【令和６年度支給割合】

【加算措置の状況】 【加算措置の状況】 【加算措置の状況】

(注）　（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

（２）退職手当 (令和6年4月1日現在）

(支給率） (支給率）

その他の加算措置 その他の加算措置

　定年前早期退職特例措置　（2～30％加算） 　定年前早期退職特例措置　（2～45％加算）

１人当たりの平均支給額（令和５年度決算）

千円

千円

(注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、令和５年度に退職した職員に支給された平均額です。

（３）地域手当

千円 482,323 円
（国指定… 15％）

令和5年4月1日
現在

全域
13%

1,626 人 784,258

地域手当
支給対象

地域
支給率 支給対象職員

支給実績
（令和５年度決算）

支給対象職員１人
当たりの平均支給年額

（令和５年度決算）

自己都合 2,243

定　　　年 20,173

（60歳到達）

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

　･管理職加算　 15～25％ 　･管理職加算　10～25％

区分 習志野市 国

退職手当

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

職制上の段階、職務の級等による加算措置　 職制上の段階、職務の級等による加算措置　 職制上の段階、職務の級等による加算措置　

　・役職加算　　　5～20％ 　・役職加算　　　5～20％ 　・役職加算　　　5～20％

(1.375月分) (0.975月分)

計 2.45月分 2.05月分

(0.6875月分) (0.4875月分)

12月期 1.225月分 1.025月分 本市と同様 本市と同様

(0.6875月分) (0.4875月分)

　6月期 1.225月分 1.025月分

期末手当 勤勉手当

習志野市 千葉県 国
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（４）特殊勤務手当 (令和6年4月1日現在）

支給実績 千円

支給対象職員１人当たり平均支給年額

職員全体に占める手当支給職員の割合 ％

（５）時間外勤務手当

450 千円
支給実績職員１人当たり平均支給年額 512 千円

472 千円
支給実績職員１人当たり平均支給年額 527 千円

令和４年度
（決算）

支給実績 552,937 千円
職員１人当たり平均支給年額（※）

交替勤務手当 交替勤務の第2直の勤務 1回につき　4,200円

(企業局分含）

令和５年度
（決算）

支給実績 586,286 千円 ※職員１人当たり平均支給額を算出する際の
職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年
度の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育
職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象と
はならない職員を除く。）であり、再任用短時間
勤務職員を含む。

職員１人当たり平均支給年額（※）

未納整理手当
ガス、水道の料金その他の収納金の未納分の徴収業
務

1日につき　300円

供給停止手当 ガスの供給停止及び給水停止業務 1日につき　300円

教育業務連絡指導手当
高等学校に勤務する職員が従事する教務その他の教育に関する業
務についての連絡調整及び指導助言等

1日につき　200円

特殊作業手当
特殊作業機器の運転、操作及び掘削作業、バーボー
リング作業

1日につき　400円

施設管理者手当
法令又は条例、規則又は規程に定められた施設等の
管理者

1月につき　1,500～2,000円
※企業局職員においては1月
につき1,500円～10,000円

教員特殊業務手当 教育職員が従事する非常災害時等の緊急業務
1日につき　1,800～8,000
円

防疫手当 感染症の防疫作業 1日につき　300円

防疫等作業手当
特定新型インフルエンザ等から市民等の生命及び健康を守るため
に緊急に行われた措置に係る作業

1日につき　1,500円～4,000円

整理手当 市税及び税外収入の滞納分の徴収又は滞納処分 1日につき　170～300円

用地交渉手当 公共用地取得のために行う交渉及び補償交渉 1日につき　100～120円

犬、ねこ等死体処理作業手
当

犬、ねこその他動物の死体の処理作業 1回につき　200円

ケースワーカー手当 ケースワーカーとしての業務 1月につき　3,500円

ごみ処理作業手当 ごみの収集、運搬、処理作業及びごみ処理作業 1日につき　400円

下水処理作業手当 下水の管渠及び側溝の清掃作業 1日につき　350～400円

行旅死病人取扱手当 行旅死亡人及び行旅病人の処理又は収容の作業
1件につき　1,000～3,000
円

し尿処理作業手当
し尿の収集、運搬作業及びし尿処理施設（終末処理場
を含む。）でし尿の処理作業

1日につき　500円

路上作業手当 道路の舗装及び補修作業 1日につき　200円

葬祭事業手当 葬祭業務 1件につき　450円

消防業務手当 救急業務及び火災現場における消火作業等 1回につき　200～510円

薬剤散布作業手当 薬剤の散布作業 1日につき　250円

手　当　の　種　類　　（ 手当数 ） 24

手当の名称 支給対象業務 左記職員に対する支給単価

災害出動手当 災害発生に係る措置及び復旧作業
1日につき　1,700円
※企業局職員においては1回
につき1,000円又は1,700円

令和5年度決算

34,500

81,560 円

31.4
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（６）その他の手当 (令和6年4月1日現在）

・配偶者 ・配偶者

　　　　(行政職７級以下)　　　6,500円 　　　(行政(一）７級以下)　　　　　6,500円

　　　　(行政職８級)　　　　　　3,500円 　　　(行政(一）８級)　　　　　　　　3,500円

　　　(行政(一）９級以上)　　　　　　　　0円

・子　　　　　 　　 　              10,000円 ・子　　　　　 　　　　   　            10,000円

・上記以外の扶養親族 ・上記以外の扶養親族

　　(行政職7級以下）　　　　　6,500円 　　　(行政(一）７級以下)　　　　　6,500円

　　(行政職８級）　　　　　　 　3,500円 　　　(行政(一）８級)　　　　　　　　3,500円

　　　(行政(一）９級以上)　　　　　　　　0円

・16歳から22歳までの子等 ・16歳から22歳までの子等

　　　　　　　1人につき　　　 5,000円加算

・借家の場合

　（家賃16,000円を超える場合に限る）

　家賃の額に応じ28,000円を限度に支給

・電車、バスを利用する場合 ・電車、バスを利用する場合

　交通機関が発行している最も長い通用 　交通機関が発行している最も長い通用

　期間の定期代相当額を全額支給 　期間の定期代相当額を支給

　 　（1月当たり限度額55,000円）

・乗用車等を使用する場合 ・乗用車等を使用する場合

　　使用距離等に応じて 　　使用距離等に応じて

　　　2,000円～38,400円を支給 　　　2,000円～31,600円を支給

配偶者等の住居から勤務先までの距離

が60ｋｍ以上の場合　　23,000円

職員の住居から配偶者等の住居までの

距離に応じて　6,000～45,000円を加算

宿日直勤務を命ぜられた場合

勤務1回につき4,200～7,200円を支給

職制上の段階、職務の級等に応じて

定額を支給

管理職員が臨時又は緊急の必要により 管理職員が臨時又は緊急の必要により

週休日又は休日に勤務した場合 週休日又は休日に勤務した場合

勤務1回につき4,000～12,000円 勤務1回につき6,000～12,000円

教育職員に対して、職務の級・号に応じて

2,000円～8,000円を支給

（７）特別職等の報酬等の状況

　　（特別職等の給料または報酬は、審議会の答申を受けて条例で定められています。） (令和6年4月1日現在）

 6月期 2.25月分

 12月期 2.25月分

　　計    4.5月分

（算定方式） （1期の手当額） （支給時期）

　給料月額×在職月数×45/100　 　20,520,000円 　任期毎

　給料月額×在職月数×25/100　 　  9,720,000円 　任期毎

退
職
手
当

市長

副市長

480,000円

期
末
手
当

市長

副市長

議長

副議長

議員

報
酬

議長 540,000円

副議長 500,000円

議員

給
料

市長 950,000円

副市長 810,000円

管理職
手当

同じ

管理職員
特別勤務

手当
異なる

義務教育
等教員特
別手当

区分 給料月額等

通勤手当 異なる

単身赴任
手当

同じ

宿日直
手当

同じ

扶養手当 異なる

※行政（一）・・・　一般職
の職員に関する給与の法
律別表第一、行政職俸給
表（イ）行政職俸給表(一）

　　　　1人につき　 5,000円加算

住居手当 同じ

手当名 内容及び支給単価
国の制

度との異
同

国の制度内容
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①職員の勤務時間（標準的なもの) (令和6年4月1日現在）

②休暇・休業の状況(件数等は令和5年1月1日～令和5年12月31日）

（1）正規職員

（2）第２号会計年度任用職員

育児休業
（無給）

職員は原則その子が１歳に達するまで、養育するために育児休業をすることができる。
承認件数　 4件

療養休暇
（無給）

職員が、負傷又は疾病のため療養する必要がある場合に、１０日を超えない範囲内で療養のた
め勤務をしないことがやむを得ないと認められる期間、取得することができる。
承認件数　14件

特別休暇
（有給）

結婚休暇（5日）、分娩のための休暇（分娩日の前6週・後8週）、忌引休暇（最大10日）、夏季休暇
（1～5日）等

看護休暇
（無給）

職員が、配偶者等の負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障があるものを看護する
ため、勤務しないことが相当であると認められる場合に、1の年につき93日を超えない期間、取得
することができる。
承認件数　0件

育児休業
（無給）

職員が、3歳未満の子を養育するため、その子が3歳に達するまで、育児休業をすることができ
る。
承認件数　 47件

休暇の種類 内容等

年次休暇
（有給）

任用時に原則１０日間付与（再度の任用時に経験年数に応じ付与日数は増。前年に未使用日数
がある場合は、最大20日を翌年に繰越。）
平均取得日数　16.0日

特別休暇
（有給）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ休暇（5日）、結婚休暇（7日）、分娩のための休暇（分娩日の前8週・後9週）、配偶者の出
産休暇（3日）、忌引休暇（最大10日）、夏季休暇（8日）、人間ﾄﾞｯｸ受診のための休暇（2日）等

看護休暇
（無給）

職員が、配偶者等の負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障があるものを看護する
ため、勤務しないことが相当であると認められる場合に、1の年につき180日を超えない期間、取
得することができる。
承認件数　4件

組合休暇
（無給）

職員が、任命権者の承認を得て登録された職員団体の業務又は活動に従事する場合に、1の年
につき30日を超えない範囲内で取得することができる。
承認件数　0件

休暇の種類 内容等

年次休暇
（有給）

1の年につき20日間付与（前年に未使用日数がある場合は、最大20日を翌年に繰越。また、年の
途中で採用された者は当該年の在職期間に応じ付与）
平均取得日数　   14.3 日

療養休暇
（有給）

職員が、負傷又は疾病のため療養する必要がある場合に、90日（120日）を超えない範囲内で療
養のため勤務をしないことがやむを得ないと認められる期間、取得することができる。
承認件数　494件

1週間あたりの
勤務時間

開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 8時30分 17時15分 12時から13時まで

４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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５．職員の分限及び懲戒処分の状況

(1)分限処分の状況 （令和5年度）

(2)懲戒処分の状況 （令和5年度）

６．職員の服務の状況

（令和5年度）

①管理職員の退職後の再就職状況 （令和5年度退職者）

８．職員の研修の状況

(1)職員研修の状況

①正規職員 （令和5年度）

②第２号会計年度任用職員 （令和5年度）

特別研修 9 実務研修、手話研修、ポジティブシンキング研修

研修区分 受講者数 研修内容

階層別研修 20 会計年度任用職員研修

特別研修 1,093 政策形成基礎研修、女性活躍推進研修、業務改善研修等

派遣研修 162 千葉県自治研修センター、市町村職員中央研修所等

※営利企業等に再就職した元職員に対し、離職前５年間の職務に属する事務に関し、離職後２年
間、職務上の行為をするように、またはしないように現職職員に働きかけることなどを禁止してい
ます。また、管理監督の地位にあった元職員が、離職後２年間、営利企業等に再就職した場合
は、離職した際の任命権者に再就職情報を届け出るよう義務付けています。

研修区分 受講者数 研修内容

階層別研修 227 新規採用者、昇格者に対して各階層で必要とされる行政運営に関する研修

合計

1 1 0 1 1 4

７．職員の退職管理の状況

公社等外郭団体 その他団体・企業 再任用職員 特別職等 その他（在宅等）

区分 主な内容

職務専念義務の免除 昇任等に係る選考試験受験　等

営利企業等の従事許可 千葉県議会議員一般選挙　等

合計 1 4 0 0 5

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあったとき 0 0 0 0 0

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 1 1 0 0 2

法令に違反した場合 0 3 0 0 3

処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

合計 0 0 23 0 23

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 23 0 23

勤務成績がよくない場合 0 0 0 0 0

処分事由 降給 降任 休職 免職 合計
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(1)職員の健康診断の状況 （令和5年度）

①正規職員 ②第２号会計年度任用職員

(2)公務災害補償の状況（令和5年度）

①正規職員 ②第２号会計年度任用職員

　令和5年度は、採用試験を4回実施しました。詳細については以下のとおりです。

①令和5年10月1日採用（専門職）

②令和6年4月1日採用（専門職）

※最終合格者には、補欠合格者を含む。

9.9

0 0 ―

合　　　計 169 131 71 35 17 15

保育士・幼稚園教諭
（民間企業等職務経験者）

― 10 9 3 0

0 75.0

高卒 24 21 10 4 2 2 12.0

短大卒 75 54 27 11 1

4.5

消防職

大卒 25 16 9 6 3 3 8.3

5 4 2.4

短大卒 18 14 7 4 4 4
保育士・幼稚園教諭

大卒 12 12 10 8

2.0

保健師 大卒 3 3 3 1 1 1 3.0

採用者数
倍　　率
（Ａ／Ｂ）

土木技術職 大卒 2 2 2 1 1 1

区　　　　　分
受験

申込者数（Ａ）
第1次試験
受験者数

第1次試験
合格者数

第2次試験
合格者数

最終
合格者数（Ｂ）

1 62.0

合　　　計 96 61 21 10 3 2 32.0

高卒 62 42 17 8 1

23.0

短大卒 9 5 0 0 0 0 ―

0 ―

消防職

大卒 23 13 3 1 1 0

1 1 1.0

保健師 大卒 1 0 0 0 0

第2次試験
合格者数

最終
合格者数（Ｂ）

採用者数
倍　　率
（Ａ／Ｂ）

事務職（社会福祉） 大卒 1 1 1 1

通勤災害 1 通勤災害 0

１０．職員の競争試験及び選考の状況

区　　　　　分
受験

申込者数（Ａ）
第1次試験
受験者数

第1次試験
合格者数

区分 認定件数 区分 認定件数

公務災害 5 公務災害 6

定期健康診断 452 定期健康診断 51

人間ドック 962 人間ドック 99

９．職員の福祉及び利益の保護の状況

区分 受診者数 区分 受診者数
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③令和6年4月1日採用第2回（全職種）

※最終合格者には、補欠合格者を含む。

④令和6年4月1日採用第3回（全職種）

※最終合格者には、補欠合格者を含む。

１１．千葉県市町村公平委員会の業務の状況

（令和5年度）

区分 件数

勤務条件に関する措置の要求の状況 0

不利益処分に関する不服申立ての状況 2

―

合　　　計 140 87 45 27 20 19 7.0

2 5.0
言語聴覚士（民間企業等職務経験者） ― 2 2 2 2 0 0

1 1 8.0

看護師（民間企業等職務経験者） ― 10 9 4 2 2

保健師（民間企業等職務経験者） ― 8 5 2 1

―

土木技術職（ガス・水道）
（民間企業等職務経験者）

― 3 2 2 2 2 2 1.5

0 ―

土木技術職（民間企業等職務経験者） ― 2 2 1 0 0 0

0 0 ―

事務職（心理判定）
（民間企業等職務経験者）

― 2 2 1 0 0

事務職（社会福祉）
（民間企業等職務経験者）

― 5 2 2 0

2 13.5

高卒 34 20 10 6 5 6 6.8

短大卒 27 11 5 3 2

―

消防職

大卒 33 22 7 6 4 3 8.3

0 ―

言語聴覚士 大卒 2 2 2 0 0 0

短大卒 0 0 0 0 0

―

看護師
大卒 0 0 0 0 0 0 ―

1 0 4.0

短大卒 0 0 0 0 0 0
保健師

大卒 4 3 3 2

―

高卒 1 0 0 0 0 0 ―

0 0 ―

短大卒 1 0 0 0 0 0土木技術職

大卒 0 0 0 0

2.0

事務職（心理判定） 大卒 4 3 2 2 2 2 2.0

採用者数
倍　　率
（Ａ／Ｂ）

事務職（社会福祉） 大卒 2 2 2 1 1 1

区　　　　　分
受験

申込者数（Ａ）
第1次試験
受験者数

第1次試験
合格者数

第2次試験
合格者数

最終
合格者数（Ｂ）

0 ―

合　　　計 563 406 156 61 32 28 17.6

1 1 2.0

事務職（障がい者対象） 高卒 18 13 0 ― 0

保育士・幼稚園教諭
（民間企業等職務経験者）

― 2 2 2 1

―

機械技術職（民間企業等職務経験者） ― 2 1 1 1 1 1 2.0

0 ―

土木技術職（ガス・水道）
（民間企業等職務経験者）

― 1 1 0 0 0 0

3 2 35.0
土木技術職（民間企業等職務経験者） ― 2 1 1 0 0

事務職（民間企業等職務経験者） ― 105 96 10 4

5.0

高卒 14 6 6 4 2 2 7.0

1 1 13.0

短大卒 5 2 2 1 1 1消防職

大卒 13 4 3 2

1 3.0

短大卒 3 3 2 1 0 0 ―

1 1 7.0

保育士・幼稚園教諭
大卒 3 1 1 1 1

管理栄養士 大卒 7 6 3 2

―

短大卒 1 1 0 0 0 0 ―

0 ―

看護師
大卒 1 1 1 0 0 0

短大卒 1 0 0 0 0

―

保健師
大卒 11 5 5 3 2 2 5.5

0 1.0

機械技術職 大卒 2 0 0 0 0 0

高卒 1 1 1 1 1

0 ―

短大卒 0 0 0 0 0 0 ―

0 0 ―

土木技術職

大卒 1 1 1 1 0

事務職（社会福祉） 大卒 3 2 1 1

17.7

高卒 28 23 10 3 2 2 14.0

13 13 22.0

短大卒 53 44 20 8 3 1事務職

大卒 286 192 86 27

区　　　　　分
受験

申込者数（Ａ）
第1次試験
受験者数

第1次試験
合格者数

第2次試験
合格者数

最終
合格者数（Ｂ）

採用者数
倍　　率
（Ａ／Ｂ）
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